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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（注）22年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため
記載していません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 140,872 25.8 18,316 ― 17,129 ― 14,425 ―
22年3月期第2四半期 111,973 △35.1 △1,023 ― △1,226 ― △2,837 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 66.22 65.63
22年3月期第2四半期 △13.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 324,915 211,579 64.6 963.99
22年3月期 331,476 207,006 61.9 942.41

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  210,007百万円 22年3月期  205,321百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.50 ― 5.50 11.00
23年3月期 ― 11.00
23年3月期 

（予想）
― 11.00 22.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 270,400 10.9 31,000 190.2 29,600 175.1 25,000 85.1 114.76



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は世界各地の政治経済環境の変化、為替レートの変動、他社との競争状況、その他の様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信【添付資料】P.4の「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 229,544,820株 22年3月期  229,544,820株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  11,691,455株 22年3月期  11,676,366株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 217,858,665株 22年3月期2Q 217,886,963株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期における世界経済は、アジア新興国における景気拡大が下支えし、世界同時不況

の最悪期から緩やかな回復基調を続けてきましたが、欧米経済の回復力は乏しく、欧州では金融

不安が深刻化、米国では夏以降、景気減速懸念が強まり、為替相場において急速に円高が進行し

ました。わが国経済におきましても、海外需要の鈍化や急激な円高進行により自動車や電気機械

などの輸出関連企業において業績悪化や競争力低下の懸念が強まり、輸出関連の株安が加速しま

した。また依然として雇用情勢は厳しく、個人消費は猛暑の影響や政府の販売奨励策で一時的に

伸びましたが、デフレが長期化する中、持続的な回復には至っていない状況です。 

当社グループが主要な事業基盤とする分野においては、自動車業界では新興国市場を中心に堅

調に需要が伸び、またわが国では政府の販売支援策「エコカー補助金」終了前の駆け込み需要が

急増しましたが、９月で打ち切りとなり、今後は、制度終了による反動減や円高進行による輸出

の落ち込みが懸念され、自動車メーカー各社は生産調整を迫られている状況です。 

情報通信・セラミック関連事業の主要市場である半導体関連業界では、世界的にパソコン需要

が回復、またスマートフォン(多機能型携帯電話)市場が拡大し、デジタル民生機器、車載デバイ

ス、環境関連ではＬＥＤ照明などの各製品販売が堅調に推移している状況です。 

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 1,408 億 72

百万円（前年同期比 25.8％増）、営業利益 183 億 16 百万円（前年同期は 10 億 23 百万円の営業損

失）、経常利益 171 億 29 百万円（前年同期は 12 億 26 百万円の経常損失）となり、四半期純利益

は 144 億 25 百万円（前年同期は 28億 37 百万円の四半期純損失）となりました。 
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〈自動車関連事業〉 

当該事業は、円高影響で売上高の伸びが鈍化していますが、第１四半期に続き、中国、北米、欧州

を中心に出荷は堅調に推移しています。一方、生産面においては急激な需要増に対して増産対応を

行っていますが、生産が追いつかず逼迫した状況が続いています。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 1,012 億 90 百万円（前年同期比 34.8％増）、

営業利益は 191 億 57 百万円（前年同期比 394.0％増）となりました。 
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〈情報通信・セラミック関連事業〉 

当該事業は、パソコンや携帯電話、民生機器用途の製品出荷が堅調に推移しています。一方、業績

面においては、円高影響で圧迫されているものの、生産体制の見直し・合理化活動等の抜本的な構造

改革に努めた結果、業績回復に向かっています。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は 375 億 71 百万円（前年同期比 7.4％増）、営

業損失は８億 86 百万円（前年同期は 49 億 93 百万円の営業損失）となりました。 
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※第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」を適用していますが、

上記セグメント状況は、過年度業績との比較観点より旧セグメント会計基準における事業セグメ

ントの状況にて記載しています。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債、純資産等の状況） 

 流 動 資 産 固 定 資 産 総 資 産 負 債 純 資 産

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

23 年３月期第２四半期 177,343 147,571 324,915 113,336 211,579 

22 年３月期 186,345 145,130 331,476 124,469 207,006 

当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末比 65 億 61 百万円減少の 3,249 億 15 百万円となり、

負債は、前連結会計年度末比 111 億 33 百万円減少の 1,133 億 36 百万円となりました。これは、主に

自動車関連における急激な受注増でたな卸資産が大きく減少した影響によります。 

純資産は、主として四半期純利益により、前連結会計年度末比 45 億 72 百万円増加の 2,115 億 79

百万円となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

( 累 計 期 間 ) 
営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

四 半 期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円 

23 年３月期第２四半期 16,561 △16,863 △1,736 42,443 

22 年３月期第２四半期 8,269 △3,823 3,471 36,686 

営業活動によるキャッシュ・フローにおける収入は、前年同期比 82 億 91 百万円増加の 165 億 61

百万円となりました。税金等調整前四半期純利益が 180 億 47 百万円増加したことが主な要因です。 

投資活動によるキャッシュ・フローにより支出した資金は、前年同期比 130 億 39 百万円増加の

168 億 63 百万円となりました。主として投資有価証券の取得による支出です。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期34億71百万円の収入に対して17億36百万円の支出

となりました。これは主に配当金支払によるものです。 

この結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に対して為替相場の変動に

よる換算差額18億82百万円を引いた純額で39億20百万円減少し、424億43百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

（平成 23 年３月期の予想） 

 自 動 車 

関 連 事 業 

情 報 通 信

関 連 事 業

セ ラ ミ ッ ク

関 連 事 業

そ の 他 の 

事 業 
連 結

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％

売 上 高 199,400 (20.1) 44,931 (△18.4) 21,969 (14.7) 4,100 (9.2) 270,400 (10.9)

営 業 利 益 34,420 (120.3) △4,349 (-) 984 (-) △55 (△13.7) 31,000 (190.2)

経 常 利 益   29,600 (175.1)

当 期 純 利 益    25,000 (85.1)

減 価 償 却 費 12,409 2,919  1,660  12  17,000

資 本 的 支 出 8,126 2,703  571  －  11,400
(注)１ 下半期想定為替レート １ＵＳ＄＝80 円、１ＥＵＲＯ＝110 円 

２ 括弧内の数値は、対前年同期増減率をあらわします。 

 

当第２四半期連結累計期間は、自動車関連市場、半導体関連市場ともに世界的に景気回復基調にあ

り、平成 22 年５月７日に発表した業績予想を上回ることができました。 

年度後半につきましては、欧州における金融不安や米国における景気減速より為替相場において円

の独歩高が進んでいること、またわが国においては販売支援策打ち切りによる自動車需要の落ち込み懸

念があることなど先行き不透明な状況にあります。 

このように見通しが立て難い状況ではありますが、当期の業績見通しを、為替レート１ＵＳ＄＝80

円、１ＥＵＲＯ＝110 円を前提に、上記のとおりといたします。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

重要性の乏しい連結会社における法人税等の税金費用の算出に関しては、税引前四半期純利

益に前事業年度の税効果会計適用後の法人税等の負担率を使用して計算しています。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成

20 年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務

対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っています。 

これによる損益に与える影響は軽微です。 

 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 

平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しています。 

これによる損益に与える影響は軽微です。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,016 28,838

受取手形及び売掛金 48,886 46,237

有価証券 34,319 36,120

たな卸資産 52,072 59,720

繰延税金資産 7,046 7,108

その他 9,180 8,497

貸倒引当金 △178 △177

流動資産合計 177,343 186,345

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 46,472 49,136

機械装置及び運搬具（純額） 24,711 28,413

土地 15,200 15,291

建設仮勘定 1,455 571

その他（純額） 1,885 2,060

有形固定資産合計 89,725 95,473

無形固定資産   

のれん 54 145

ソフトウエア 5,993 6,257

その他 52 59

無形固定資産合計 6,100 6,462

投資その他の資産   

投資有価証券 47,663 38,894

繰延税金資産 2,682 2,749

その他 1,501 1,653

貸倒引当金 △101 △102

投資その他の資産合計 51,745 43,195

固定資産合計 147,571 145,130

資産合計 324,915 331,476
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 24,866 32,957

短期借入金 811 1,116

1年内償還予定の社債 2,666 2,666

リース債務 190 181

未払法人税等 1,719 1,369

繰延税金負債 96 109

その他 18,200 19,290

流動負債合計 48,551 57,691

固定負債   

社債 35,000 35,000

リース債務 753 849

退職給付引当金 17,229 16,796

負ののれん 57 65

繰延税金負債 10,297 12,701

その他 1,446 1,365

固定負債合計 64,784 66,778

負債合計 113,336 124,469

純資産の部   

株主資本   

資本金 47,869 47,869

資本剰余金 55,162 55,162

利益剰余金 131,212 117,985

自己株式 △15,021 △15,004

株主資本合計 219,223 206,013

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,185 12,082

為替換算調整勘定 △18,400 △12,774

評価・換算差額等合計 △9,215 △691

少数株主持分 1,571 1,684

純資産合計 211,579 207,006

負債純資産合計 324,915 331,476
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 111,973 140,872

売上原価 94,391 100,625

売上総利益 17,582 40,247

販売費及び一般管理費 18,605 21,930

営業利益又は営業損失（△） △1,023 18,316

営業外収益   

受取利息 309 600

受取配当金 244 264

負ののれん償却額 18 8

持分法による投資利益 － 248

その他 472 561

営業外収益合計 1,044 1,683

営業外費用   

支払利息 303 294

持分法による投資損失 2 －

為替差損 65 1,679

休止固定資産減価償却費 587 544

その他 289 351

営業外費用合計 1,247 2,870

経常利益又は経常損失（△） △1,226 17,129

特別利益   

固定資産売却益 16 35

特別利益合計 16 35

特別損失   

固定資産処分損 54 80

投資有価証券評価損 － 165

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 136

特別損失合計 54 382

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,264 16,783

法人税、住民税及び事業税 1,142 2,509

法人税等調整額 335 △298

法人税等合計 1,478 2,211

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△2,742 14,571

少数株主利益 94 145

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,837 14,425
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,264 16,783

減価償却費 9,142 8,086

のれん償却額 77 89

退職給付引当金の増減額（△は減少） 321 453

受取利息及び受取配当金 △553 △865

支払利息 303 294

持分法による投資損益（△は益） 2 △248

固定資産処分損益（△は益） 37 44

投資有価証券評価損益（△は益） － 165

売上債権の増減額（△は増加） △3,952 △5,908

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,150 4,690

仕入債務の増減額（△は減少） 7,908 △4,628

その他 △963 △1,038

小計 8,910 17,918

利息及び配当金の受取額 549 951

利息の支払額 △298 △293

法人税等の支払額 △891 △2,014

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,269 16,561

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 2,463 1,347

有価証券の純増減額（△は増加） △1,657 1,124

有形固定資産の取得による支出 △2,949 △2,846

有形固定資産の売却による収入 55 38

無形固定資産の取得による支出 △1,601 △379

投資有価証券の取得による支出 △2 △16,454

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 400

その他 △130 △92

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,823 △16,863

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △11,325 △291

社債の発行による収入 14,918 －

自己株式の取得による支出 △12 △17

自己株式の売却による収入 1 －

配当金の支払額 △8 △1,195

その他 △102 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,471 △1,736

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,175 △1,882

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,092 △3,920

現金及び現金同等物の期首残高 27,593 46,364

現金及び現金同等物の四半期末残高 36,686 42,443
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 自動車関連

事 業

情報通信・

セラミック

関 連 事 業

そ の 他 の

事   業
計 

消 去

又 は 全 社
連 結

 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売 上 高 75,146 34,994 1,874 112,015 (42) 111,973

営 業 利 益 又 は 営 業 損 失 ( △ ) 3,878 △4,993 91 △1,023 － △1,023

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 日 本 北 米 欧 州
その他の

地 域
計 

消 去

又は全社
連 結

 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売 上 高 94,120 23,475 24,692 19,112 161,402 (49,428) 111,973

営業利益又は営業損失(△) △397 93 1,186 1,172 2,054 (3,077) △1,023

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 北  米 欧  州 アジア その他の地域 計 

Ⅰ  海外売上高(百万円) 37,021 24,456 13,992 12,622 88,092 

Ⅱ  連結売上高(百万円)     111,973 

Ⅲ  連 結 売 上 高 に 占 め る 

海外売上高の割合(％) 
33.1 21.8 12.5 11.3 78.7 
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【セグメント情報】 

１． 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものです。 

当社は、製品別に事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

したがって、当社グループは、事業本部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、

セグメント情報においては「自動車関連」、「情報通信関連」及び「セラミック関連」を報告セグ

メントとしています。 

「自動車関連」は、スパークプラグや排気ガスセンサなど、主として自動車に組み付けられる

部品の製造販売を行っています。「情報通信関連」は、ＭＰＵ用ＩＣパッケージをはじめ、移動

体通信、各種ＯＡ機器、自動車部品などに使われる各種パッケージや多層回路基板等の製造販売

を行っています。「セラミック関連」は、切削工具、産業機器部品及び医療用機器の製造販売を

行っています。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

（単位：百万円） 

報 告 セ グ メ ン ト  

自 動 車 

関 連 

情 報 通 信

関 連

セラミック

関 連
計 

そ の 他

( 注 ) １
合 計 調 整 額 

四半期連結

損益計算書

計 上 額

( 注 ) ２

売上高 101,290  26,190 11,381 138,862 2,010 140,872 －  140,872

セグメント利益又は 

損失(△) 
19,157 △1,470 584 18,270 45 18,316 －  18,316

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、材料売上、福利厚生

サービス業及び運送業等を含んでいます。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しています。 

３ 当第２四半期連結累計期間を前第２四半期連結累計期間と同じ事業区分とした場合、自動車

関連事業の売上高、営業利益は、上記報告セグメントにおける自動車関連の売上高、セグメ

ント利益と同額となり、情報通信・セラミック関連事業の売上高、営業利益は、上記報告セ

グメントにおける情報通信関連及びセラミック関連の売上高、セグメント利益（損失）を合

算した額になります。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 

平成 21 年３月 27 日公表分）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しています。 

 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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平成 22 年 10 月 29 日 

日本特殊陶業株式会社 

平成 23 年３月期 第２四半期決算概要（連結） 
当第２四半期累計の業績及び通期の見通し                                                  （単位 百万円、％） 

   前第２四半期 当第２四半期 (増減額) (増減率) 前期 通期予想 (増減額) (増減率)

  プラグ 47,956 59,689 11,733 24.5% 103,747 116,172 12,424 12.0%

  センサ 27,190 41,600 14,410 53.0% 62,319 83,228 20,908 33.6%

 自動車 75,146 101,290 26,143 34.8% 166,066 199,400 33,333 20.1%

  情報通信 27,825 26,190 △1,635 △5.9% 57,652 44,931 △12,721 △22.1%

  セラミック 7,168 11,381 4,212 58.8% 16,533 21,969 5,435 32.9%

 情報通信・セラミック 34,994 37,571 2,577 7.4% 74,185 66,900 △7,285 △9.8%

 その他 1,832 2,010 178 9.7% 3,661 4,100 438 12.0%

売上高 111,973 140,872 28,899 25.8% 243,914 270,400 26,485 10.9%

 自動車 3,878 19,157 15,279 394.0% 15,625 34,420 18,794 120.3%

  情報通信  △1,470 △4,349 

  セラミック  584 984 

 情報通信・セラミック △4,993 △886 4,106 ― △5,110 △3,365 1,745 ―

 その他 91 45 △45 △50.0% 167 △55 △222 ―

営業利益 △1,023 18,316 19,339 ─ 10,683 31,000 20,316 190.2%

経常利益 △1,226 17,129 18,356 ─ 10,758 29,600 18,841 175.1%

四半期(当期)純利益 △2,837 14,425 17,263 ─ 13,509 25,000 11,490 85.1%

１株当たり情報（円）         

 四半期(当期)純利益 △13.02 66.22  62.01 114.76  

 純資産 865.27 963.99  942.41 1,001.53  

 中間(年間)配当金 5.50 11.00  11.00 22.00  

各種指標（％）       

 売上高営業利益率 △0.9% 13.0% 4.4% 11.5% 

 ＲＯＥ ─ ─ 7.0% 11.6% 

 配当性向 ─ ─ 17.7% 19.2% 

為替レート（円）   

 
ＵＳ＄ 95 円 89 円 92 円 85 円 

(※80 円) 

 
ＥＵＲＯ 133 円 113 円 131 円 112 円 

(※110 円) 

 自動車 14,282 12,409 △1,873

  情報通信 2,919 

  セラミック 1,660 

 情報通信・セラミック 4,529 4,579 50

 その他 13 12 △1

減価償却費 18,825 17,000 △1,825

 自動車 7,325 8,126 801

  情報通信 2,703 

  セラミック 571 

 情報通信・セラミック 3,651 3,274 △376

 その他 0 0 0

資本的支出 10,977 11,400 423

キャッシュ・フローの状況  

 営業活動 8,269 16,561 8,292

 投資活動 △3,823 △16,863 △13,040

 財務活動 3,471 △1,736 △5,207

 現金及び現金同等物 36,686 42,443 5,757

※為替レートにおける通期予想括弧内は下半期の想定為替レートを表しています。 

イ．当第２四半期の業績 
・ 自動車関連事業は、円高影響で売上高の伸びは鈍化しているが、中国、北米、欧米を中心に出荷は堅調に推移。 
・ 情報通信・セラミック関連事業は、パソコンや携帯電話、民生機器用途の製品出荷が堅調に推移。業績面は、生産体制

の見直し・合理化活動等により回復。 
ロ．通期の見通し 
・ 年度後半は、円の独歩高や、わが国において販売支援策打ち切りによる自動車需要の落ち込みなど、懸念材料あり。 




